
令和２年度水産加工業等販路回復取組支援事業　採択結果
復興水産加工業販路回復促進センター

所在地 事業者 取組概要

八
戸
市

有限会社フロンティア食品
生産体制の効率化を図るため、小分け包装工程において設備を導入し、作業の機械化を行うことで生産効率の向
上へ繋げ、機械化により余剰時間を他の加工工程に生かして、会社全体の生産量を増やし、売上拡大を図る。

八
戸
市

ぜんぎょれん八戸食品株式会社
労働力不足を補うため、印刷する賞味期限の設定と印刷内容の検品作業について、機器導入により自動化する。
これによって、省人化が可能となり、全体の生産能力の増強が可能となるため、売上回復に繋げる。

岩
泉
町

下
閉
伊
郡

有限会社竹下水産
低価格魚種や深海魚を活用するため、機器を導入し、試作商品の大量生産体制の構築を行う。また、品質保証に
対する要望が年々厳しくなってきている事を踏まえ、検出精度の高い金属探知機付ウェイトチェッカーを導入
し、販売先の信頼度を高め、売上の回復に努める。

山
田
町

下
閉
伊
郡

株式会社川秀
販売先の要望に合う出荷体制をとるため、袋入れ作業、充填作業を機械化する。また、オーダーに合わせて少
ロットでも、また大口発注でも生産のラインを速やかに立ち上げ、迅速な納品が可能な生産出荷体制が構築し、
売上の回復に繋げる。

釜
石
市

株式会社津田商店

お客様の要望に対応するため、商品への一括表示を行うための機器の導入、製造量の増加や省人化・省力化のた
めの各種機器の導入を行い、作業効率向上に寄与させる。さらに、学校関係者に対して、当社や製品、取り組み
を理解していただき、震災以前の販路を回復させるとともに、新規販路を創出することによって売上回復に努め
る。

釜
石
市

株式会社井戸商店
製品の衛生レベルの向上を図るため、簡単に分解・清掃できるサニタリー仕様の機器を導入し、供給が求められ
ている生菌数をおさえた商品の製造を可能とする。加えて、需要のあるキット商品向けの少量パックのシール作
業の機械化を行うことで、注文に対応できる体制強化を行い、売上回復を図る。

大
船
渡
市

及川冷蔵株式会社
量販店、生協では人手不足でバックヤードに人員を割けないことから、納品された商品をそのまま店頭に並べら
れる商品の納品を、及び納品前の重量確認の要望を実現するため、ラップ包装機、ウェイトチェッカーの導入を
行うことで、量販店・生協等の売上を伸ばし、売上回復に努める。

青
森
県

岩
手
県
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岩
手
県

大
船
渡
市

有限会社タイコウ
缶詰の対応、商品アイテムのバリエーション増を求められている要望に対応するため、機器を導入し、これまで
製造してきた牡蠣などの新商品の量産化を行い、売上回復に努める。

気
仙
沼
市

株式会社かわむら
わかめ製品の増産体制を構築するため、機器を導入し、取引先の要望に応えることで売上拡大を図る。また、徹
底した異物除去への取組みと設備投資を通して同業他社との差別化を行い、優位性を保ち、販路拡大に繋げる。

気
仙
沼
市

気仙沼ほてい株式会社
需要増加が予想される常温保存食、簡便即食対応食製造のため、機器の導入を行い、生産能力を現状対比２倍程
度まで向上させるとともに、生産部門の更なる省人化と作業効率を向上させ、注文に対応できる体制を強化し、
売上回復に努める。

気
仙
沼
市

福寿水産株式会社
加工の手間を大幅に省くため、コンベアを導入し、原料の歩留りアップや作業効率アップ、及び新商品開発によ
るマーケットの拡大も図るとともに、積極的に商談を行うことで売上の回復に繋げる。

南
三
陸
町

本
吉
郡

株式会社及川商店
需要の高い無添加・簡便・即食で、将来性のある商品の開発を行うとともに、展示会に積極的に参加しながら、
商品のブラッシュアップを行う。また、復旧の遅れから未整備であるネットを活用した情報発信やネット販売、
催事イベントなど直販ルートの構築を行い、売上の回復を図る。

石
巻
市

株式会社布施商店
他社と差別化した高付加価値商品の製造後の保管のため、最新の「特殊冷凍機」を導入し、高品質のまま保管し
た新商品を新たな取引先へ展開することで、売上回復に努める。

石
巻
市

太協物産株式会社
自社では製造できなかった養殖銀ザケ等の稚魚用初期飼料等を製造し顧客へ販売するため、小口径の稚魚用初期
飼料から大口径の成魚用飼料までを自社製品で一貫して供給販売して販路の拡充を図り、売上回復に努める。

宮
城
県
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塩
釜
市

ぜんぎょれん食品株式会社
工場稼働率の向上と利益の確保を図るため、従来は外注していた鮭の定塩加工について、機器を導入し自社加工
とし、また、従来は手動作業としていた真空包装作業を機械化することで省人化を図り、売上回復に努める。

塩
釜
市

水野水産株式会社
毎年出荷量が増加している「いかたこ坊主」や「玉ねぎ坊主」などの揚げ蒲鉾製品の製造量の増加及び安定化さ
せるため、省力化成型機を導入し、要望や注文増に対応する。また、その他商品の製造における省人化及び新商
品開発も視野に入れ、売上回復に努める。

い
わ
き
市

有限会社いちい水産
顧客のニーズが高い商品の供給を行うため、３Ｄフリーザーを導入し、品質劣化の要因である「冷凍焼け」を防
ぎ、なおかつ長期保存が可能な商品の供給を行い、売上回復を図る。

い
わ
き
市

有限会社おのづか食品
これまで対応出来なかった「焼き」、「蒸し焼き」等の主要取引先からの加工要望を実現するため、機器を導入
し、省力化、効率化、商品開発力の向上を行う。また、自社ホームページを開設し、情報発信するなど営業ツー
ルとして最大限活用する。これらハードとソフトの両面から取り組み、売上回復を図る。

い
わ
き
市

株式会社貴千
冷凍チルド商品を継続的に加工販売する体制を構築するため、３Ⅾフリーザーと冷凍貯蔵機器を導入する。ま
た、既存商品・新商品の宣伝のため、積極的に既存取引先、新規取引先に対し営業活動を行い、売上の回復を図
る。

い
わ
き
市

福島県漁業協同組合連合会
増産体制のネックとなっている具材のカット及び成形の作業について、機器を導入し、製造工程の効率化を図る
ことで、処理速度を上げて鮮度保持に努め、魚のおいしさをそのまま届けられる増産体制の構築を行い、販路回
復に繋げる。

茨
城
県

ひ
た
ち
な
か
市

高橋水産株式会社
労働力不足を軽減させるため、省人化機器を導入し、高規格切り身製品の増産体制を構築し、需要に対応できる
体制づくりを行うとともに、高次加工製品製造の要望に応えるため、機器を導入し製造を行い、学校給食を中心
に拡販し、売上回復を図る。

福
島
県

宮
城
県
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大
洗
町

東
茨
城
郡

ダイカツ水産株式会社
ミールキットなど要望のある商品製造を円滑に進めるため、製造のネックとなっているラベル貼りについて、現
在の手貼りから機器を導入し、生産効率を向上させ売上回復を図る。

か
す
み
が
う
ら
市

小沼水産株式会社
アウトパックや真空包装形態での殺菌済み製品の需要に対応出来ない状態から脱却するため、既存取引先、新規
ターゲット先の需要にマッチした真空包装品を省力化して加熱殺菌から乾燥まで出来る体制を整え、新規格品、
新商品の開発、販売により販路回復に努める。

神
栖
市

株式会社かねきう
受注先である輸出相手国や国内取引先等が求める高品質な加工原料や鮮魚等を生産するために、課題の人員不足
を解消したロボットアームによる自動箱積みラインを導入し、受注しきれていない海外等からの受注に対応でき
る体制を整え、販路回復を図る。

神
栖
市

株式会社髙木商店
加工原料の1日あたりの買い付け数量を増加させるため、機器の導入を行う。缶詰製造・冷凍製品製造に必要な
原料確保を十分に行うことで、各部門の売上拡大に繋げ、会社全体の売上回復を図る。

銚
子
市

株式会社兆星
受注しきれていない顧客の対応を可能にするため、レトルト殺菌機を導入し、常温保存できる煮魚製品等の生産
量の向上を図り、同時にレンジ対応品などの新規商品開発を行い、販路回復を図る。

銚
子
市

株式会社イリヤマサ加瀬商店
人手不足により十分な製造が出来ない状況を解消するため、人海戦術で行っている魚の選別を機械化して処理ス
ピードをあげ、現状より買付数量を伸ばし、新たに冷凍加工品を製造する。新たに生産された冷凍品を国内の加
工業者や海外の事業者等に販売していくことで、売上の回復を図る。

銚
子
市

株式会社大一奈村魚問屋
人数不足による生産数の制限で販売の機会を逃していた機会に対応するため、省人化機器を導入し、注文どおり
生産出来なかったダンボール製品の注文に対応できる体制を整え、販路回復・拡大を図る。

茨
城
県

千
葉
県
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銚
子
市

株式会社マルエイ坂本
今後販売チャンスを逃さないため、機器を導入し前浜の買付量、加工製品の増加、及び製造加工品の品質の向上
を図るとともに、保管能力の向上を図り、潜在顧客からのあらゆる受注に対応できる体制を整え、販路回復を図
る。

銚
子
市

千葉県漁業協同組合連合会
加熱加工品、レトルト加工品など要望の強い加工度を高めた製品の製造を行うため、機器を導入し、新商品の生
産を可能にする。また、貝類等の製造の増産のため、機器を導入する。加えて、省人化機器を導入することで生
産力を向上させ、同時に販売強化を行うことで売上回復を図る。

九
十
九
里
町

山
武
郡

有限会社カネヨン水産
これまで主体であったイワシ商品以外の商品を製造し、新たな販路からの注文に対応するため、さばのみりん干
し、しめ鯖等の新商品を開発・生産できる機器を導入し、取引先への注文に応え、販路回復に取組む。

鋸
南
町

安
房
郡

有限会社大福商店
顧客ニーズに対応した運搬体制を構築するために、省力化・効率化及び温度管理が可能な冷凍ウイング車とライ
ニング槽を導入する。また、自社運行を可能にすることで、冷凍加工原料・水産加工製品・水産氷等の配送がで
きなかった顧客への配送が可能となるなど、新たな販路の拡大に繋げ、売上回復を図る。

南
房
総
市

有限会社スズ市水産
美味しいフライ等の製造を行うため、効率の良いバッターミキサーを導入し、品質を安定させるとともに、凍結
までの時間短縮と庫内温度の安定化を図り、品質のよい商品等の量産体制を構築し、売上回復を図る。

※本事業は、復興水産加工業等販路回復促進事業実施要綱（平成23年11月21日付け23水漁第1445号農林水産事務次官依命通知）に基づき実施する国庫補助事業です。

千
葉
県


